
３．鳥取沿岸の砂浜海岸復元と
港内堆積砂抑制に向けた検討着手
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本県では、美しい砂浜海岸を保全・回復させるため、平成１７年
（2005年）６月に全国初の取組として「鳥取沿岸の総合的な土砂管
理ガイドライン」を策定し、同ガイドラインに基づき国・県・市町村等
の各管理者が連携・協力して、構造物の設置を要しない土砂の流
れの連続性を確保する対応策（サンドリサイクルやサンドバイパス）
を基本原則として、従来方式の局所最適化から脱却し、現在に至っ
ている。

このことについて、現状で満足することなく、低コスト化や地球環
境保全に配慮し、鳥取県の地域特性に適合した恒久的サンドリサ
イクルシステム導入を目的として、必要な検討を行う。

（１）当該技術検討の目的
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（２）当該技術検討のメンバー
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○第１回技術検討委員会（平成２４年１１月７日(水)）
・現状把握

・全般的な議論

○第２回技術検討委員会（平成２５年７月３日(水)）
・前回検討課題の中間報告

・鳥取方式の効率的・効果的なサンドリサイクル手法（鳥取方式のサンドリサイク
ルシステム）に導くための工法整理

・進むべき方向性の確認

・実現に向けての課題抽出

○第３回技術検討委員会以降（平成２６年１０月３１日(金)）
・これまでの検討課題の整理

・簡易な移動装置によるサンドバイパス試験工事（第１回、第２回）の実施結果

・システム能力及び実現に向けての方向性の確認

○第４回技術検討委員会（平成２７年３月１７日(火)：最終）

・実現に向けての積算基準（案）、工事仕様書（案）の作成

・鳥取方式の効率的・効果的なサンドリサイクル手法（鳥取方式のサンドリサイク
ルシステム）導入戦略（ロードマップ作成） 等

（３）当該技術検討の進め方
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